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の野生生物映像が一堂;こ日間135 
g~月 1 日

花ある人を育てた
世界野生生物フィルム ・ツアー inとやま彩りとやま緑化祭 '96閉幕

V羽仁進氏による映像トーク

自
然
、
動
物
、
見
虫
、
植
物

な
ど
数
々
の
貴
重
な
映
像
を
上

映
す
る
「
世
界
野
生
生
物
フ
ィ

ル
ム
・
ツ
ア

l
mと
や
ま
」
が

八
月
九
日
か
ら
十

一
日
お
よ
び

八
月
二
十
四
・

二
十
五
日
、
県

下
回
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。乙

れ
は
、
本
県
で
隔
年
開
催

さ
れ
て
い
る
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ワ

イ
ル
ド
ラ
イ
ブ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
連
携
し
て
、
そ
の
非
開
催
年
に
「
富
山
H
野

生
生
物
」
と
し
て
の
定
着
を
図
る
た
め
に
初
め
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
イ
ギ
リ
ス
の

ワ
イ
ル
ド
ス
ク
リ
ー
ン
、
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ク
ソ
ン
ホ

l
ル
の
各
映
像
祭
で
の
優
秀
作

品
十
本
を
上
映
。
会
場
と
な
っ
た
タ
ワ

1
1
1
1
(
富
山
市
)
、
ア
・
ミ
ュ

l
ホ
l
ル

(
福
野
町
)
、
ラ
・
ポ
ー
ル
(
小
杉
町
)
、
黒
部
市
吉
田
科
学
館
に
は
四
会
場
で
延
べ
約

五
千
人
の
観
客
が
訪
れ
、
日
頃
な
か
な
か
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
大
自
然

の
営
み
の
映
像
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

乙
の
ほ
か
、
富
山
会
場
で
は
、
野
生
生
物
写
真
家
、
岩
合
光
昭
氏
の
写
真
展
や
、
映

画
監
督
、
羽
仁
進
氏
の
映
像
ト

l
ク
な
ど
も
催
さ
れ
、
夏
休
み
中
の
子
供
た
ち
に
は
、

自
然
や
環
境
保
全
へ
関
心
を
深
め
る
た
め
の
よ
い
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

自主防災の輪

企来場者を見送る中沖知事ら
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企野生のパンダが誕生し、巣立っていくまでを描いた
世界初の長期研究記録 『パンダの秘密jより

下一
企起震車で震度 7を体験

災
害
に
強
い
町
、つ
く

り
と
県
民
の
防
災
意
識

の
高
揚
を
目
的
に
、
初

め
て
の
富
山
県
防
災
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
八
月

二
十
五
日
、
県
民
公
園

太
閤
山
ラ
ン
ド
で

一
般

県
民
や
消
防
防
災
関
係

者
約
五
千
人
を
集
め
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
、
「
み
ん

な
で
広
げ
よ
う
自
主
防

災
の
輪
」
。
ふ
る
さ
と

パ
レ
ス
で
行
わ
れ
た
開

会
式
で
は
、
中
沖
知
事
、

鹿
熊
県
消
防
協
会
長
ら

の
あ
い
さ
つ
に
引
き
続

き
、
地
域
防
災
に
積
極

的
に
貢
献
し
て
い
る
県

内
の
自
主
防
災
組
織
に

も意明議 ま対
あ識氏専ましし
り」の門たたて

ま尽、と「委、 。表

しく会題地員中 彰
たし場し 震 の央 が
。たをたと伊防 行
多埋講住藤災 わ
くめ演民和会 れ
の
人
々
は

鼠l

昧
深
げ

耳
を
傾
け
て

四
月
十
三
日
か
ら
百
三
十
五
日
間

に
わ
た
り
「
ま
ち
・
ひ
と
・
く
ら
し

|
花
あ
る
人
を
育
て
る
緑
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
さ
れ
た
第
十
三
回
全
国
都

市
緑
化
と
や
ま
フ
ェ
ア
「
彩
り
と
や

ま
緑
化
祭
%
」
が
九
月

一
日
、
閉
幕

し
ま
し
た
。

メ
イ
ン
会
場
の

一
つ
、
高
岡
お
と
ぎ
の
森
公
園
で
行
わ
れ
た
閉
会
式
で
は
、
実
行
委

員
長
の
中
沖
知
事
が
「
こ
の
フ
ェ
ア
を
契
機
と
し
て
都
市
緑
化
の
機
運
が
高
ま
り
、
さ

ら
に
豊
か
な
暮
ら
し
が
実
感
で
き
る
地
域
別
つ
く
り
が
推
進
さ
れ
る

こ
と
を
願
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
来
賓
に
よ
る
祝
辞
、
各
種
花
飾
り

コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
に
続
い
て
、
中
沖
知
事
、
佐
藤
高
岡
市
長
、

阿
部
砺
波
市
長
か
ら
、
次
期
の
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
開
催
地
で

あ
る
広
島
市
の
平
岡
市
長
に
フ
ェ
ア
旗
が
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

平
岡
市
長
は
、
「
広
島
に
と
っ
て
花
と
緑
は
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
。

富
山
県
に
続
い
て
開
く
緑
化
祭
で
、
緑
と
命
を
育
ん
で
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
閉
会
式
終
了
後
は
、
中
沖
知
事
を
は
じ
め
実
行
委

員
会
関
係
者
が
、
出
口
ゲ
l
ト
で
来
場
者
を
見
送
り
ま
し
た
。

会
期
中
は
、
県
下
六
会
場
あ
わ
せ
て
約
百
九
十

一
万
人
(
う
ち

高
岡
市
の
二
つ
の
メ
イ
ン
会
場
に
は
、
五
十
二
日
間
で
約
百
九
万

人
)
が
訪
れ
、
花
と
緑
を
大
切
に
す
る
心
を
全
国
に
向
け
て
発
信

し
ま
し
た
。

ズ
の
展
示

hv
高
さ
叩
m
の
梯
子
車
の
試
乗

屋
外
で
は
、
各
種
消
防
防
災
グ

ッ
ズ
の
展
示
販
売
を
は

じ
め
、
震
度
七
ま
で
体
験
で
き
る
起
震
車
や
高
さ
五
十
メ

ー
ト
ル
の
梯
子
車
の
試
乗
、
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
展
示

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
射
水
消
防
署
の
レ
ス
キ

ュ
ー
隊
員
が
、
ビ
ル
の
屋
上
か
ら
被
災
者
を
救
出
す
る
実

技
訓
練
を
披
露
。
家
族
連
れ
ら
は
、
熱
心
に
見
入

っ
て
い

ま
し
た
。

今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
契
機
に
、
県
民

一
人
ひ
と

り
の
自
主
防
災
意
識
が
高
ま
る
と
と
も
に
そ
の
輪
が
広
が

り
、
災
害
に
強
い
町
前
つ
く
り
に
つ
な
が

っ
て
い
く
も
の
と

期
待
さ
れ
ま
す
。

平成8年 8月9日~平成8年 9月 10日

野生生物フィルム・ツアー inとやま ("""11日、

24日・ 25日)

第3固Uターンフェア・イン・とやま

第34回富山県戦没者追悼式

第4固環日本海インターハイ親善交流大会

("""31日)

8月23日 第14回北方領土返還要求富山県大会

8月25日 富山県防災フェスティバル

9月1日 第13回全国都市緑化とやまフ工ア閉会式

9月3日 平成8年度富山県総合防災訓練

9月5日 富山県がん攻略シンポジウム

9月6日 日本海沿岸16道府県知事サミット(東京)

9月10日 9月定例県議会(提案理由説明)

8月9日

8月14日

8月15日

8月2日
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